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本研究は，ダンスの授業を通して大学生のコミュニケーション力の変化について検討した。大学 1 年生 143 名を対象
とし，6時間のダンスの授業において行った。調査内容は，授業前後においてコミュニケーション・スキル尺度













































調査対象：Ａ女子大学短期大学部幼児教育学科 1 年生 4 クラス全学生を対象に行った。質問紙の回答
が得られた参加者 143 名を分析対象とした。 
調査手続き：20ⅩⅩ年，体育の前期授業の内 6 時間のダンスの授業を対象とした。授業の目標と内容































































Table 1 授業の目標および内容 
授業回数・内容 内  容  の  説  明 









































































































(CS)尺度，ENDCOREs の授業前および授業後の調査の結果の平均の差について t 検定を行った
（Table 2）。分析には SPSS を用いて行った。 
 
Table 2 ダンスの授業前後におけるコミュニケーションスキルの各得点の平均値および標準偏差 
  授業前 授業後 
M SD M SD t 値 
（表現力） 2.70 0.54 3.18 0.51 8.91*** 
（他者受容） 3.38 0.47 3.71 0.38 7.68*** 





であった（t（142）＝7.68, p＜.001 ）。また，得点が一番低かった「表現力」も授業後では 3.18 と
上昇率は一番大きかった（t（142）＝8.91, p＜.001 ）。「関係調整」においても，授業前では 3.25 で























Table 3 ダンスの好き・嫌い，時期における分散分析結果 
ダンスが好きな群 ダンスが嫌いな群 
(n＝78） (n＝65）   
項   目 授業前 授業後 授業前 授業後 群 時期 交互作用 
(表現力） 
自分の考えを言葉でうまく表現する 
2.82 3.18 2.52 3.23 n.s. 59.62** 6.37* 
（0.70） （0.62） （0.73） （0.55） 授業前＜授業後
自分の気持ちをしぐさでうまく表現
する 
2.72 3.13 2.32 3.22 n.s. 104.56** 14.32** 
（0.64） （0.59） （0.62） （0.60） 授業前＜授業後
自分の気持ちを表情でうまく表現す
る 
3.01 3.32 2.72 3.28 n.s. 40.04** n.s. 
（0.73） （0.65） （0.76） （0.67） 授業前＜授業後
感情や心理状態を正しく察してもら
う 
2.87 3.05 2.52 3.02 5.29* 20.94** 4.54** 
（0.59） （0.64） （0.75） （0.67） 好き＞嫌い 授業前＜授業後
(他者受容）        
自分の感情や心理状態を正しく察し
てもらう 
3.33 3.56 3.17 3.55 n.s. 22.75** n.s. 
（0.47） （0.57） （0.65） （0.61）  授業前＜授業後  
友好的な態度で相手に接する 
3.47 3.81 3.22 3.71 7.45** 68.73** n.s. 
（0.53） （0.43） （0.54） （0.46） 好き＞嫌い 授業前＜授業後  
相手の意見をできるかぎり受け入れ
る 
3.51 3.81 3.35 3.72 n.s. 41.32** n.s. 
（0.50） （0.40） （0.57） （0.45）  授業前＜授業後  
相手の意見や立場を尊重する 
3.54 3.76 3.34 3.72 n.s. 30.93** n.s. 
（0.50） （0.43） （0.62） （0.48） 授業前＜授業後
(関係調整）        
人間関係を第一に考えて行動する 
3.38 3.64 3.17 3.54 n.s. 32.61** n.s. 
（0.54） （0.48） （0.72） （0.59）  授業前＜授業後  
人間関係を良好な状態に維持するよ
うに心がける 
3.54 3.77 3.34 3.68 4.47* 30.91** n.s. 
（0.55） （0.45） （0.57） （0.47） 好き＞嫌い 授業前＜授業後  
意見の対立による不和に適切に対処
する 
3.21 3.45 3.09 3.29 n.s. 12.49** n.s. 
（0.57） （0.60） （0.70） （0.63）  授業前＜授業後  
感情的な対立による不和に適切に対
処する 
3.15 3.4 3.06 3.34 n.s. 17.06** n.s. 
（0.58） （0.59） （0.73） （0.59）  授業前＜授業後 



























きな群では，0％であった。（Figure 3, Figure 4） 
 














































































番号 授   業   内   容 人数 割合 
① 人間彫刻 93 26% 
② 出会ってコミュニケーション 43 12% 
③ ミラーリング   40 11% 
④ 人間パズル      27 8% 
⑤ だるまさんの一日     27 8% 
⑥ 棒でコミュニケーション     23 6% 
⑦ 動きやリズムの即興表現   22 6% 
⑧ ひとまとまりのダンス 22 6% 
⑨ エアキャッチボール・エア縄跳び 21 6% 
⑩ 迷路探検    19 5% 
⑪ 名探偵ゲーム 13 4% 
⑫ シェーハ   9 2% 
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